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〔
告

示
〕

〇
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
型
式
認
定
番
号

を
指
定
し
た
件
（
国
家
公
安
委
五
九
）

〇
銀
行
法
施
行
令
第
十
七
条
の
二
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
な
い
金

融
庁
長
官
の
権
限
等
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
金
融
庁
四
〇
）

〇
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
内
の
社
会
的
弱
者
に

対
す
る
食
糧
援
助
に
関
す
る
日
本
国
政
府

と
世
界
食
糧
計
画
と
の
間
の
書
簡
の
交
換

に
関
す
る
件
（
外
務
三
五
七
）

〇
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
附
則
第

三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
の
主

務
大
臣
の
定
め
る
利
率
を
定
め
る
等
の
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
財
務
・
農
林
水
産
一
七
）

〇
補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用

の
増
加
し
た
財
産
の
処
分
制
限
期
間
の
一

部
を
改
正
す
る
件
（
厚
生
労
働
三
二
六
）

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
農
林
水
産
一
五
六
五
〜
一
五
七
〇
）

〇
種
苗
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
品
種
登
録
出
願
を
取
り
下
げ
た
件

（
同
一
五
七
一
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁国

営
土
地
改
良
事
業
計
画
（
旭
東
東
神

楽
・
芽
室
川
西
・
雨
竜
川
下
流
・
信
濃
川

左
岸
流
域
）、
海
難
審
判
所
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

会
社
そ
の
他

〇
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
附
則
に
基
づ
く
変
更
承
認
を
し
た

件
（
国
土
交
通
九
三
一
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
同
九
三
二
〜
九
三
五
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
指
定
を
解
除
す

る
件
（
同
九
三
六
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
一
九
一
）

〔
人
事
異
動
〕

内
閣
府

法
務
省

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

公
調
委
平
成
二
十
九
年
（
フ
）
第
一
号

二

山
形
県
飽
海
郡
遊
佐
町
吉
出
字
臂
曲
地
内
の

岩
石
採
取
計
画
不
認
可
処
分
等
に
対
す
る
取

消
裁
定
申
請
事
件
の
審
理

（
公
害
等
調
整
委
員
会
公
示
八
）

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
兵
庫
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
二
、
三
）

国
家
試
験

第
六
十
九
回
獣
医
師
国
家
試
験
（
公
告
）

（
農
林
水
産
省
）
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